
算 数 科 ・ 数 学 科 教 員 の 「 授 業 力 」 を 高 め る 「 授 業 改 善 」 の 具 体 的 支 援

背景
北海道は大規模校の割合が低く，数学

教師の同僚が同一校に存在しないもしく
は，近隣に数学の指導法に関わる実践的
な相談ができていない状況にある教師が
多々いる。さらには，授業以外の業務に
係る多忙観や研修等に参加する機会が乏
しいことからも，10年経験者研究等の研
修を除くと，若手教師を中心に授業観を
見直す機会が必要とされている。

このような状況下において，全道の算
数・数学科の教師の授業改善に示唆を与
え，学習指導要領の主旨に沿った授業づ
くりのポイントを普及させることは，算
数・数学を切り口とした子どもの資質・
能力の育成に留まることなく，改訂の基
本方針を踏まえた学びの実現に向けた重
要な研究でもある。さらに教員養成大学
と各市町村教育員会並びに学校現場を接
続した理論的・実践的研究を推進するこ
とは，北海道のこれからの社会を生きぬ
く子どもたちに資する研究活動と考えら
れる。

「数学的な見方・考え方」は算数・数
学を学ぶ鍵となる。若手教員や経験者教
員それぞれが学習指導要領の改訂の具体
的内容を理解し，授業改善に向けた授業
づくりを推進することが求められている
なか，本大学としては全道の算数・数学
科の教師に授業づくりの方策を具体化し
て普及することが必要ではないだろうか。
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研究成果（予定）
本研究では，算数・数学教師の授業観察の視点

を分析・整理するための指標を作成し，算数・数
学科教員に実態調査を行うことから，実践的指導
力を身に付けるための「授業改善」の具体的方法
を提案することを研究の目的とする。

• 北海道教育委員会が策定する「教員育成指標」
との関連を見いだし，教師が恒常的に授業改善
に取り組むための指標について検討する。

• Teaching for Robust Understanding（TRU）を用
いた授業研究コミュニティ形成に着目し，Math 
Rubricを授業研究の方策として用いることで，
教師がもつ潜在的な授業観を分析・考察する。

• 若手教員並びに中堅教員の「授業力」向上に資
する指導資料を附属小・中学校教員と大学の算
数・数学教育担当教員が協働的に作成する。

• 授業改善の事例をYouTube動画で配信する。
• 附属学校教員が日本数学教育学会主催の全国大
会並びに全道大会で研究発表を行う。

• 本学紀要に研究成果（中間発表，最終発表）を
まとめて発表する。

• 「授業改善」の具体的支援を書籍にまとめる。
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